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大
根
田　

悦
夫
議
員　

議
案
第
54
号
の
平
成
25
年
度
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
、
反
対
の

立
場
か
ら
討
論
を
行
う
。

　

真
岡
の
顔
で
も
あ
る
井
頭
温
泉
は
、

連
続
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
指
定

管
理
者
で
あ
る
も
お
か
鬼
怒
公
園
開
発

㈱
に
関
連
す
る
も
お
か
鬼
怒
公
園
開
発

（
ゴ
ル
フ
場
）
経
営
対
策
貸
付
金
、
高
齢

者
健
康
増
進
施
設
利
用
事
業
費
、
健
康

増
進
施
設
整
備
費
及
び
健
康
増
進
施
設

空
調
設
備
費
を
支
出
し
て
い
る
こ
と
、

破
産
手
続
き
の
申
し
立
て
を
行
っ
た
真

岡
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱
に
関
連
す
る
地

域
情
報
通
信
基
盤
設
備
費
を
支
出
し
て

い
る
こ
と
に
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

古
橋　

修
一
議
員
（
も
お
か
未
来
）

議
案
第
54
号
及
び
議
案
第
55
号

の
平
成
25
年
度
決
算
の
認
定
に

つ
い
て
、
真
政
ク
ラ
ブ
・
公
明
及
び
も

お
か
未
来
の
２
会
派
を
代
表
し
て
賛
成

の
立
場
か
ら
討
論
を
行
う
。

　

平
成
25
年
度
は
、
井
田
市
政
２
期
目

の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
る
が
、
引
き
続

き
、「
だ
れ
も
が
〝
ほ
っ
と
〟
で
き
る
ま

ち
真
岡
」
そ
し
て
「
日
本
一
安
心
な
ま
ち
」

を
目
指
し
、
第
10
次
市
勢
発
展
長
期
計

画
に
掲
げ
た
事
業
の
推
進
と
、
選
挙
公

約
に
基
づ
く
施
策
を
着
実
に
実
現
し
て

き
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
議
会
で

の
一
般
質
問
、
会
派
の
建
議
要
望
、
市

長
と
の
話
合
い
事
業
に
お
け
る
市
民
の

要
望
な
ど
に
も
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
実

行
に
移
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
高
く

評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

平
成
25
年
度
の
決
算
状
況
を
県

内
14
市
と
比
較
す
る
と
、
歳
入
で

は
、
市
民
１
人
当
た
り
の
歳
入
額
が

４
３
万
２
１
３
０
円
で
あ
り
、
上
位
か

ら
４
番
目
の
位
置
と
な
っ
て
い
る
。
歳

入
の
う
ち
、
市
財
政
の
根
幹
で
あ
る
市

税
に
つ
い
て
は
、
市
民
１
人
当
た
り
の

額
が
１
５
万
１
０
０
円
で
あ
り
、
６
番

目
の
位
置
と
な
っ
て
い
る
。
財
政
基
盤

の
安
定
化
を
図
る
た
め
に
は
、
自
主
財

源
の
主
体
と
な
る
市
税
収
入
の
増
加
に

期
待
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
部
に
回

復
の
兆
し
は
見
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、

現
状
の
経
済
情
勢
か
ら
推
測
す
る
と
大

幅
な
増
加
は
見
込
め
な
い
状
況
に
あ
る
。

そ
の
た
め
、
市
税
を
は
じ
め
、
使
用
料

や
手
数
料
等
の
な
お
一
層
の
収
納
対
策

の
充
実
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
歳
出
で
は
、
市
民
１
人
当
た

り
の
歳
出
額
が
４
０
万
４
２
７
２
円
で

あ
り
、
４
番
目
の
位
置
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
人
件
費
、
扶
助
費
及
び
公
債
費

の
義
務
的
経
費
の
市
民
１
人
当
た
り
の

額
は
、
１
４
万
２
２
１
３
円
で
、
14
市

中
最
も
低
く
、
人
件
費
や
公
債
費
の
抑

制
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
決
算

と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
歳
入
・
歳
出
の
状
況
を

踏
ま
え
、
主
な
財
政
指
標
で
あ
る
が
、

財
政
力
指
数
は
０
・
８
３
４
で
、
昨
年
度

よ
り
数
値
は
上
昇
し
、
14
市
中
３
番
目

に
財
政
力
の
高
い
団
体
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
公
債
費
比
率
は
、
８
・
２
％
で
、

14
市
中
４
番
目
に
比
率
が
低
く
、
健
全

な
財
政
運
営
に
努
力
さ
れ
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
る
も
の
で
る
。
な
お
、
地
方
公

共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
の
規
定
に
基
づ
く
、
実
質
公
債
費
比

率
等
の
４
つ
の
健
全
化
判
断
比
率
は
、

い
ず
れ
も
健
全
な
状
況
に
あ
り
、
今
後

も
指
数
の
動
向
に
は
十
分
留
意
し
て
、

財
政
運
営
に
努
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
に
執
行
さ
れ
た

各
施
策
に
つ
い
て
は
適
正
か
つ
効
率
的

に
執
行
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
少
子
高

齢
化
、
高
度
情
報
化
の
進
展
な
ど
、
社

会
情
勢
の
急
激
な
変
化
や
複
雑
・
多
様

化
す
る
市
民
の
行
政
需
要
に
的
確
に
対

処
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

井
田
市
長
に
は
、
市
政
運
営
の
最
高

責
任
者
と
し
て
、
確
固
た
る
信
念
と
責

任
感
を
持
っ
て
、
最
善
の
意
思
決
定
を

行
い
、
本
市
の
な
お
一
層
の
発
展
の
た

め
に
尽
力
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

市
長
を
は
じ
め
、
全
職
員
の
各
分
野

で
の
努
力
に
対
し
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

議
員
各
位
の
理
解
と
賛
同
を
賜
る
よ
う

お
願
い
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

飯
塚　

正
議
員
（
日
本
共
産
党
）

議
案
第
54
号
及
び
議
案
第
55
号

の
平
成
25
年
度
決
算
の
認
定
に

つ
い
て
、
反
対
の
立
場
か
ら
討
論
を
行

う
。

　

歳
出
面
で
、
全
会
計
に
共
通
し
て
、

市
職
員
の
給
与
減
額
支
給
が
実
施
さ
れ

た
こ
と
。

　

一
般
会
計
で
は
、
自
衛
官
募
集
事
務

を
行
っ
て
い
る
こ
と
。
こ
ど
も
医
療
費

の
一
部
負
担
を
強
い
て
い
る
こ
と
。
企

業
立
地
促
進
事
業
費
補
助
金
、
企
業
立

地
緑
化
促
進
事
業
費
補
助
金
及
び
企
業

立
地
促
進
水
道
料
金
補
助
金
を
支
出
し

て
い
る
こ
と
。
新
規
就
農
総
合
支
援
事

業
費
が
国
・
県
の
支
出
金
の
み
で
市
が

負
担
し
て
い
な
い
こ
と
。
無
形
文
化
財

保
存
育
成
補
助
金
及
び
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
事
業
費
の
補
助
額
が
少
な
い
こ
と
。

　

特
別
会
計
決
算
で
は
、
国
民
健
康
保

険
会
計
と
介
護
保
険
会
計
で
、
３
年
ご

と
に
保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
保
険
料
を
払
い
た
く
て
も
払
い

き
れ
な
い
高
水
準
に
至
っ
て
い
る
こ
と
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
会
計
で
は
、
お
年

寄
り
を
差
別
す
る
よ
う
な
医
療
行
政
を

国
の
言
い
な
り
に
進
め
て
い
る
こ
と
。

　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
開
発
事
業

会
計
で
は
、
工
業
団
地
の
分
譲
率
が

61
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
。

　

公
共
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水

事
業
及
び
水
道
事
業
会
計
で
は
、
共
通

し
て
使
用
料
金
へ
の
消
費
税
を
上
乗
せ

し
て
い
る
こ
と
に
反
対
す
る
も
の
で
あ

る
。

議
案
に
対
す
る

論

討

平
成
25
年
度

　

決
算
に
対
す
る
討
論

反
対

反
対

賛
成


